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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質を介したシグナル伝達を制御するアレスチンファミリータンパク質のメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、腫瘍関連抗原であるインテグリンβ4のリン酸化型に結合し、インテグリンを標的として内在化および分解することで、乳がんの増殖および進行を制御する因子として作用すると考えられています。[RefSeq提供、2016年7月]誘導：前骨髄球性白血病HL-60細胞において、トログリタゾンおよびピオグリタゾン（選択的PPARGアゴニスト）、プロスタグランジンJ2（PGJ2）、L165,041（PPARDリガンド）、ビタミンD3、そしてより少ない程度ではあるがPMA（ホルボールミリスチン酸酢酸）によって誘導されます。レチノイン酸およびクロフィブラート（特異的PPARA作動薬）による誘導は認められない。,類似性：アレスチンファミリーに属する。,細胞内局在：細胞膜、ならびにエンドサイトーシス中のエンドドームおよびリソソームに局在する。,サブユニット：TXN（チオレドキシン）には結合しない。,組織特異性：骨格筋、胎盤、腎臓、副腎、リンパ節、乳腺、甲状腺、気管で高発現する。結腸、胸腺、脾臓、小腸、膀胱、骨髄では非常に低発現する。分化脂肪細胞では、前脂肪細胞と比較して強い発現を示す。,
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	ARRDC3抗体を用いたラット脳およびマウス脳細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

